
ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業 

研究発表会 次第 

日時：令和３年 11 月８日（月）   

９時３0 分～1２時３0 分    

場所：県立西はりま特別支援学校 

１ 開  会 

開会あいさつ 

２ 事業説明 

３ 授業参観 

「視線入力支援装置を活用した自立活動の取組」                 

発表 県立西はりま特別支援学校  教諭 藤井 渓太 

4  報    告        

「児童生徒の実態に応じた ICT を活用した自立活動の取組事例」 

               発表 県立西はりま特別支援学校  教諭 藤井 渓太 

５ 研究討議 

テーマ「ICT を効果的に活用した自立活動に取組むための児童生徒の実態

把握について」 

司会：関西学院大学教授  教授   丹羽 登 

パネリスト：兵庫教育大学院   准教授 小川 修史 

〈研究指定校〉  

県立神戸聴覚特別支援学校     教諭 服部 泰子 

           県立姫路しらさぎ特別支援学校 教諭 竹中 正彦 

            県立西はりま特別支援学校   教諭 藤井 渓太 

６ 閉  会 

(1) 事務連絡 

(2) 閉会あいさつ 

 



 

令和３年度ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業研究発表会 

開催要項 

 

 

○テーマ 

「ICTを効果的に活用した自立活動に取り組むための児童生徒の実態把握について」 

 

 

 

１ 趣 旨 

本県では、今年度から ICT を活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業を

文部科学省の委託を受け、実施している。本事業では ICT 機器の効果的な活用を進める中

で、６校の研究校を指定し、遠隔システムを利用した障害による学習上又は生活上の困難

を改善・克服するための自立活動の指導及び遠隔による通級による指導について研究し、

障害のある児童生徒の学びとICT等を効果的に活用した自立活動の指導に関する啓発及び

教員のさらなる資質向上を目指し、取組んでいる。 

本研究発表会では、ICTを活用した自立活動の実践発表、研究協議等を行うことで、各

校での効果的な実施に資することを目的とする。 

 

 

 

２ 日 時 

  令和３年11月８日（月）９:30～12:30（受付９:15～） 

 

 

 

３ 会 場 

  ・兵庫県立西はりま特別支援学校 

   〒679-5165  たつの市新宮町光都１-３-１ 

    TEL 0791-59-8277 

 

  ・テレビ会議システムでの開催 

  

      

 

４ 対 象 

  〈会場及びテレビ会議システムでの参加〉 

   ・ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業検討会委員 

・令和３年度ICTを活用した自立活動の調査研究事業研究指定校関係者 

   

〈テレビ会議システムでの参加〉 

・教育事務所特別支援教育担当者等（１名） 

  ・各市町組合教育委員会担当者、小中学校特別支援学級担当者、特別支援教育コーディ 

ネーター等（２名以内） 

  ・特別支援学校（１名） 
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５ 日 程 

  9:30～9:40  開会行事 

 

  9:40～10:00  事業説明 

 

10:00～10:30   授業参観（テレビ会議システムでのライブ中継を予定） 

  10:50～12:40  「視線入力支援装置を活用した自立活動の取組」 

 

10:30～11:10  報    告       県立西はりま特別支援学校 

「児童生徒の実態に応じたICTを活用した自立活動の取組事例」 

 

11:10～11:20  休    憩 

 

11:20～12:10  研究討議 

       テ ー マ「ICTを効果的に活用した自立活動に取組むための児童生徒の 

実態把握について（仮）」 
 

 パネリスト：関西学院大学教授   教授   丹羽 登 

兵庫教育大学院    准教授 小川 修史 

 

〈研究指定校〉  

県立神戸聴覚特別支援学校    

                      県立姫路しらさぎ特別支援学校  

                      県立西はりま特別支援学校    

 

 

12:10～12:20  指導助言               関西学院大学教授   教授   丹羽 登 

兵庫教育大学院    准教授 小川 修史 

12:20～12:30   閉会行事 

 

 

 

６ 参加申し込み  

出席者名簿を10月27日（水）までに電子メールにてご返信ください。 

 

 

７ その他 

  〈会場での参加の場合〉 

・靴袋、上履き等を持参ください。 

・名札とマスクの着用をお願いします。また、当日に発熱や咳等の症状がある場合は 

会場への参加をご遠慮ください。 

  

 〈テレビ会議システムでの参加〉 

     ・別紙参照 
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P3,P4 は、参加者名簿のため削除 

 



ICTを活用した自立活動の
効果的な指導の在り方調査研究事業

令和３年１１月８日（月）

兵庫県教育委員会事務局特別支援教育課

1

内容

１ 国の動向

２ 兵庫県のこれまでの取組

（１）兵庫県特別支援教育第三次推進計画

（２）障害種に応じた支援機器の導入

（３）コロナ禍におけるICT機器の活用について

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

2
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１ 国の動向

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領

「各教科等の指導に当たっては、児童又は生徒がコンピュー
ターや情報通信ネットワークなどの情報手段に親しみ、その基
本的な操作や情報モラルを身に付け、適切かつ主体的、積極
的に活用できるようにするための学習活動を充実する。

3

兵庫県がめざす特別支援教育 → 共生社会の実現

キーワード

「縦横(ﾀﾃﾖｺ)連携」

２ 兵庫県のこれまでの取組

（１）兵庫県特別支援教育第三次推進計画

Ⅰ 連続性のある多様な学びの場における教育の充実

～すべての学校園で取り組みつなぐ特別支援教育～ （縦の連携）

Ⅱ 連携による切れ目ない一貫した相談・支援体制の充実

～早期から卒業後へ支えつながる特別支援教育～ （横の連携）

－平成31年度から令和５年度の５年間－

4
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２ 兵庫県のこれまでの取組

(2)障害種に応じた支援機器の導入
〈聴覚障害のある児童生徒への支援〉
平成30・31年度（文科省委託事業）
特別支援教育に関する教職員等の資質向上事業
（手話等のコミュニケーションツールを活用した
教職員等の資質向上に関する講習会）
→「音声認識ソフト活用にむけた調査研究」

〈肢体不自由のある児童生徒への支援〉
視線入力による意思伝達装置の導入
・視線により選んだ文字をパソコン等に入力する装置を活用し、文章作成や読み上げを行う
など、意思の伝達を図る。

筋電位スイッチ
・奥歯をかみしめる時のこめかみの筋電位を用いて、自ら車いすやパソコン操作できるよう
になるなど、教育活動の参加が進む。

音声ソフトを活用した授業（県立姫路聴覚特別支援学校）

5

２ 兵庫県のこれまでの取組

（３）コロナ禍におけるICT機器の活用について

ICT機器 整備内容

大型支援装置 全校２７校の全普通教室に配備

学習アプリ 22校の3,000人に「Classi」を、

３校の６人へ「ｽﾀﾃｨｻﾌﾟﾘ」を配備

(特別支援学校の全児童生徒の78.3％が利用)

入出力支援装置 18校に点字ディスプレイ、視線入力装置、

ボタンマウス、スイッチインターフェース等導入

タブレット端末 経済支援を要する家庭にLTE機能付きの

タブレット端末を貸与

6
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【緊急事態宣言における一斉臨時休業中】

・YouTubeに動画教材の配信。
・Classi、スタディサプリで学習動画を配信、アンケ－トやWebテストの
実施。
・Zoom、Sｋｙｐeの機能を使用した双方向でのやりとり。

２ 兵庫県のこれまでの取組

（３）コロナ禍におけるICT機器の活用について

7

【テレビ会議システムの利用】
・「入学式」「卒業式」「始業式」などを各教室に配信。
・他校との交流及び共同学習の実施。
・療養している生徒への動画メッセージの配信。

テレビ会議システムでの「終業式」
県立姫路特別支援学校

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

【趣旨】

○事業の目指すこと
遠隔システムを利用して児童生徒の障害による学習上又は生活上の
困難を改善するための指導の在り方を調査研究する。

○事業内容
・ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議（年３回）
・ICT活用研究発表会の実施（年１回）
・研究指定校での取組

8
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知的障害

肢体不自由

難聴通級

LD・ADHD等通級

県立姫路しらさぎ特別支援学校

県立西はりま特別支援学校

県立豊岡聴覚 県立神戸聴覚 県立姫路聴覚

県立村岡高等学校

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

【研究指定校】

9

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

知的障害

【研究内容】
・不登校傾向の生徒が、遠隔システムを活用し、別室での授業参加の在り方。
・自立活動の遠隔による実施を含めた指導及び評価の在り方。

県立姫路しらさぎ
特別支援学校 対象児童生徒：高等部（１名）、高等部（９名）

遠隔システム： Google Classroom 、GoogleMeet

10
クイズ出題グループの様子 授業の教室内の様子
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３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

難聴通級

【研究内容】
・通級指導と通級指導の間に遠隔の指導を設定し、聞こえの確認や生活の聞き取りを
実施し、遠隔システムを活用した指導の効果を検証する。
・対面と遠隔システムを活用した指導とどのように組み合わせると効果的か検証する。

県立豊岡聴覚
特別支援学校 対象児童生徒：小５（１名）、中２（１名）

遠隔システム：Zoom

11

【取組の様子】
・通級指導と通級指導の間に設けた遠隔システムでの指導の中で自分の困っている
ことを話す場面があり、早期に対応することができた。
・遠隔システムの操作に生徒が関心をもっていて操作の設定をする中でコミュニケー
ションを図る。

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

難聴通級

県立豊岡聴覚
特別支援学校 対象児童生徒：小５（１名）、中２（１名）

遠隔システム：Zoom、GoogleMeet

12

「ロジャーの準備」について 「他校での通信テスト確認」
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３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

難聴通級

県立神戸聴覚
特別支援学校

【研究内容】
・対面指導での単語・文の聞き取り・漢字でしりとりを実施し、遠隔の指導で対面
指導でのやりとりの理解や応答の状態を確認し、ICTを活用した学習の効果を
検証する。
・遠隔システムを活用し、必要な情報保障についての指導・支援及び評価の在り方
について。

対象児童生徒：中１（２名）、中２（１名）、中３（２名）

遠隔システム：Zoom、GoogleMeet

13
遠隔システムをするための環境を整える

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

難聴通級

【研究内容】
・通級による指導で学んだ学習内容を遠隔の指導で定着を確認し、ICTを活用した学
習の効果を検証する。

県立姫路聴覚
特別支援学校 対象児童生徒：中３（２名）

遠隔システム：Zoom、GoogleMeet

14

【取組の様子】
・担任が遠隔システムを活用した学習に入り、通級による指導場面を見る機会になっ
た。
・遠隔システムやICT機器とホワイトボードなどを組合わせて学習に取組む。
・通級による指導で学んだ手話の定着を確認する。
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３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

難聴通級

県立姫路聴覚
特別支援学校 対象児童生徒：中３（２名）

遠隔システム：Zoom、GoogleMeet

15

ホワイトボードの活用 映り方の調整

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

対象生徒：高１（１名）、 高３ （１名）

LD・ADHD等通級 遠隔システム：ZoomやGoogleMeet等

16

【研究内容】
・下宿生が帰省した際のICTの効果的な活用の在り方を検証する。
・遠隔の指導でのトークタイムや画面練習を行い、ICTを活用した自立活動の
指導を検証する。

県立村岡高等学校

【取組の様子】
・校内で遠隔システムを活用した授業を行い、遠隔システムの使用方法などを確認
する。
・遠隔システムで顔出しに抵抗があったが、ホワイトボードの機能を活用することで、
少し、慣れて参加することができた。
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３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

LD・ADHD等通級 県立村岡高等学校

17
遠隔システムの機能の活用

３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業
【スケジュール】

・各研究指定校との打合せ

・研究計画書作成

・第１回検討会議

・第２回検討会議

・第３回検討会議

・ICT活用研究発表会

・今年度のまとめを作成

・自立活動リーダー育成講座
・今年度のまとめを作成

18
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３ ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方調査研究事業

研究発表会

○テーマ「ICTを効果的に活用した自立活動に取組むための児童生徒の実
態把握について」

○発表内容 授業参観「視線入力支援装置を活用した自立活動の取組」
報 告「児童生徒の実態に応じたICTを活用した自立活

動の取組事例」

19

○研究討議 「ICTを効果的に活用した自立活動に取組むための児童生
徒の実態把握について」
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YouTuber

YouTuber
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YouTuber

YouTuber
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with 

YouTube
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YouTube

YouTube
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YouTube

YouTube
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自立活動の効果的な指導の
在り方調査研究事業

研究発表会 研究指定校からの報告

令和３年１１月８日（月）

県立神戸聴覚特別支援学校

1

①対象児童生徒の実態

2

生徒 学年 聴力
（dB HL）

補聴機器 コミュニケーション

A 中学3年
右：(115.0)
左：(115.0)

右：人工内耳
左：人工内耳
ロジャー使用

発音は明瞭。口話での会話
が可能。
聞き取れないことへの不安
が強い。

B 中学3年
右：40.0
左：40.0

右：補聴器
左：補聴器
ロジャー使用

発音は明瞭。口話での会話
が可能。
語彙が豊富で類推能力が高
い。

C 中学1年
右：46.3
左：50.0

右：補聴器
左：補聴器
ロジャー使用

発音は明瞭。口話での会話
が可能。
聞き誤りに対する自覚が薄
い。

D 中学1年
右：(108.8)
左：96.3

右：人工内耳
左：補聴器
ロジャー使用

発音はやや不明瞭であるが、
口話での会話が可能。
聞き誤りがある。

- 49 -



②自立活動の目標

オンライン交流により、仲間づくりをする。
オンライン時に自分に必要な配慮を知り、周囲に求められるようになる。

3

③ICT機器の機能
本校は、ノートパソコン（字幕提示のため容量の大きいものを使用）。
通級生は、各校で配布されているタブレット。

④取組内容

難聴生徒は機器を通した聞き取りが苦手であるが、発言内容を字幕で確認す
ることができるため、安心してオンライン交流に参加することができていた。

⑤評価について

意欲的積極的にオンラインによる活動に参加するために、自分に必要な配慮
を周囲に伝えることができるようになる。
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自立活動の効果的な指導の
在り方調査研究事業

研究発表会 研究指定校からの報告

令和３年１１月８日（月）

県立姫路しらさぎ特別支援学校

1

①対象児童生徒の実態

（高等部１年生は、３２名の生徒を発達段階別に４グループに分けて「自立
活動の時間における指導」を実施。）

対象生徒：高等部１年９名（S-M社会生活能力検査：7歳～13歳）
＜共通する課題＞
・自分の思いや考えを言葉で相手に伝えるのが苦手。
・他者の意図を推測したり、指示内容の意味理解をするのが苦手。
・予定変更や新規場面に直面すると、困惑したり緊張して固まったりする。
・様々なICT機器の使用経験はあるが、遠隔システムによる同時双方向型のや
り取りを行うためのスキルは未習得。

＜環境＞
新型コロナウィルス感染拡大に伴う休校時や再開後も、遠隔システムによ

る同時双方向型のやり取りはほぼ経験していない。

2
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②自立活動の目標（グループ目標）

1) 自分の思いや考えを人に伝わるように話す。
2) 人の話を聞いて、考えや意図を理解する。
3)見通しを持って新しいことに取り組む。
4) ICT機器を活用してコミュニケーションスキルを高める。

3

③ICT機器の機能
県より個々のアカウントが配布されているので、Google Classroom と
Meet を活用。PC・iPad・BIGPADを使用。

④取組内容

２つの教室を使って遠隔双方向型により【問題解決試行】や【クイズ大会】
等の活動を行った。機器の活用方法やコミュニケーション上の留意点を指導。

⑤評価について

【表出】【受容】【積極性】【ICT機器活用力】の４つの評価尺度を作成し、
担当教師（３名）が得点化して、一致率をはかる。指導の事前事後で評価。
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5

6

＜出題グループ＞

＜解答グループ＞
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授業参観 

  （テレビ会議システムでのライブ中継を予定） 

 :5「視線入力支援装置を活用した自立活動の取組」 
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報 告 

  「児童生徒の実態に応じた ICT を活用した自立活動の取組事例」 

 :5 
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研究討議 

テーマ「ICT を効果的に活用した自立活動に取組むための児童生徒の 

実態把握について」 
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